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横浜市中区 ･南区 ･磯子区 ･港南区の高唾度欲動観さ削こよる地盤振動特性の検討
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1 はじめに:

地廉動は震源特性､伝播特性､地盤特性の影響を大きく

受け､同じ規模の地震が発生した場合でも地震動の伝播

特性や地盤特性により､被害に地域的な差異が生じるこ

とが指摘されている｡横浜市では 1995年兵庫県南部地震

以降に市内 150箇所において強震観測が行われており､

これらの地点における微動観測と強震観測結果による地

健康動特性は良い整合性が認められており､微動観測の

有用性が認められている｡ 本研究はこれまでの横浜市

における継続的調査 l)の一環として､中区 ･南区 ･磯子

区 ･港南区を対象として､高密度常時微動観測によって

求められた卓越周期から地盤震動特性を解析 し､各区の

地盤構造や震動特性の地域的な差異について比較検討を

行 うことを目的とする｡

2 地形 ･地質概要 2):

2.1 中区:関東大震災以降は人工改変が進み海岸側は全

て埋め立てられ 自然海岸は埋め立て地や人工改変地で

占められる｡

2.2南区:大岡川流域に沿って､西側が丘陵 ･台地で､東側

は大岡川流域の沖積低地が占める｡

2.3 磯子区:臨海区で根岸湾に画 した平地と､それを囲む

丘陵地からなる｡ほとんどが多摩丘陵と埋立地が占める｡

2.4 港南区:多摩丘陵の南端に位置 し､区内全域が丘陵地

で､河川や降雨による浸食により発達 した谷地と起伏に

富んだ斜面地形を呈する｡

3.欲動我執: 横浜市各区を250mX250mのメッシュで区

切 り､そのメッシュの中心点付近を観測点とし､観測は

中区 358点､南区 212点､磯子区 250点､港南区 311点

である｡観測にはサーボ型速度計を使用 し､水平方向

ps),(EW)上下成分(UD)の計 3成分の観測を行い､観測時

間は 180秒で観測した｡

4.解析方法:観測で得られた速度データの 3成分､180
秒間のデータから､時系列波形で比較的外乱の少ない安

定した区間 20.48秒を数箇所抽出した｡それらのデータを

フー リエ変換することによりスペク トルを求め､さらに

水平 2成分のスペク トルを相乗平均 した 2次元水平成分

を求める｡それを上下成分で除して H/V スペクトル比を

算定し､さらに安定した区間の平均 H/V スペクトル比を

求めた｡1131地点全てのデータに同様の解析を実施した､

各区の算定した HN スペクトル比の一部を図 1に示す｡

卓越周期は H/Vスヘ○クトル比の 0.1-2.Osの範囲から算出した｡

観測点の卓越周期分布図を図2､図4にその地点を示す｡
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図 1 a)中区H/Vスへ●クトル比
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図 I b)南区H〝スヘ■クトル比
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AVerageH VSprrLrum

01 02 05
l}cnodfJl

oI]l
三

･一
つ
三

IlrJH
IV

1verAgfH,＼●･qpprtrum

01 02 0.5
l-erlod(sJ

図 1 d)港南区HⅣ スヘ●クトル比

5 卓越周期と他データの比較

5.1 軟弱地盤層厚との比較

図2 卓越周期と軟弱地盤層厚の比較 (一 例 中区)

文献 2による軟弱地盤層厚と卓越周期相関図を図 2(例

中区)に示す｡図から軟弱層厚が 20m を超えると卓越周

期が 1.0秒を超え増加する傾向にあり､全体的に卓越周

期と軟弱地盤の層厚の間に良好な相関性が認められる｡

ただ し､他の3区については､ボー リングデータの軟弱

地盤層厚を参考のため相関は低いが､前者 と同様に軟弱

地盤層厚に比例 して卓越周期が増加する傾向が見られる｡

5.2 卓越周期と微地形

微地形区分での卓越周期は､埋め立て地や人工改変地

(卓越周期 0.3-0.7sec)､河川流域の沖積低地(卓越周期

0.8-1.Osec)､丘陵地(卓越周期 0.1-0.6sec)で他の微地形

区分でも卓越周期はバラツキが絡められた｡(図3)
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図3 卓越周期分布と微地形

5.3 地盤増幅率との比較

ここでは､微地形から求めた地盤の増幅率と微動の卓

越周期分布の比較を試みた｡微地形区分が埋め立て､切

り土など人工改変地が詳細に区分されていないため明確

な相関は得られないが､ほぼよい相関は認められた､図

4に増幅率と卓越周期分布図を示す｡
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図4 増幅率と卓越周期分布

6 まとめ

研究は横浜市中区 ･南区 ･磯子区 ･港南区を対象に高密

度な微動観測から得 られた卓越周期のデータと地盤構造

との整合性を検討 した､軟弱地盤層厚 と卓越周期はバラ

ツキがありながらも相関性が認められた｡また､微地形

区分から求めた増幅率に関しては一部の地域については

明確な相関は得られなかったが､よい相関が得られた｡
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